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そ して SOユarpユaneもaryreユa畠onshipsに関する-定性的括像を提出 し















CO+0 +M - CO2+M




















クに達 し､その附近で もつとも強 (吸収されるOこの電子生成率の ピーク高度
が E2 層のそれとずれてレ1るとすると､火星や金星では E2層とは別な矛二の
E型電離層 (El膚) が上層大気下部に出現すろことになるt.2L 方拡散を考慮
するとき上に述べたような 02 の戯h ピークが崩れる可能性が指摘されるO最
近東北大の上山は火星疫っ高て各項のrelaxaもion time を調べ､ Goody
model(地表大気圧 85由b,･CO2 2%)を採用すればこのピークが存在 し得る




牙 1表 地 r主neT4の主な結束 4)













･計算酬 2)(3)か らみるとEl 層のそれに近h o 地球の場合と比戟 してこれ も考慮
-を要す る事実であるo Marinerの麿果は電波の 10-30 cycle/sc.C 位の
phaseshif･tか ら出されてお れ これを測定するには 10-11程蜜の精度 を必
､要 とlす る｡ しか しshift の時間変化のグ ラフ披見顛け上は整然としたカーブ

















H 2+ +H 2 - Ii 3㌧ H












定IjC基いて H2の解離塵高度を計算した療菜､雲上約 160kmとい う値を得た｡
しかしこの高度では大気密度はまだかなb低 く､拡散効果をネグるのは適当で
ない｡この効果を考えると､~例えば甲原子はもつと低高度迄侵入するように思
われる｡(牙2図参照)一方(iT)では問題に しなかったが t 木星大気中にはCiq4,
犯 3といった分与がかな_り大量に存在 してお り､事実これらのスペク トル線の
発見は H2のそれよbはるか昔に行われていた｡その奪在量は標準大気に換算
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号.うはずになる｡ この困難は古 く193′6年浸yale-のWildt によケ指緬さ
れ(.5)いろいろの逃げ道が考え られたが;まだ うまい説明がされていない｡内部
べ藩透 して (るとされたH原子が､CH4再結合q)際のHの供給源になっている
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とい う連立夜分方程式群として与えられるr｡ ただ し




･≡=ow: 〔co2〕叫 02〕0 三:竺o三三霊芝二.o '19)
である｡ 〔 〕Oは放射線入射前の分布を示す｡ま準′ガスの電離把関する拡散方
程式 (a皿bipola_rdiffusionequation)は同 じような計算を行って
意 lDa I意 +(妄言 +忘 ･)輔 +B(I)N+Q-0 (20)
●
ゼ与え られることが解る｡ B(Ⅹ)は recombinationcoefficien七に関連す
る係数でガス分布やイオンガス間のion-atom interchangereac伍on







た方程式群ということになるOさて (20) の形の方程式は Iinearscal e
heighもなどを仮定した特別の場合については電波所の米沢(6厄 よっ て 有 理 次
数のBesseifurlCtionを含む積分形として正確な解が求められて い る . し
か しそれは余bにこみ入っていて我々の問題に迄拡張することは 不 可 能 に 近 h ｡
そ こで ここでは変分形式を用いて eO)乃至 (18)式を解 (こと を 考 え て み る ｡
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ととれば計算はよb簡単になる｡ (24)～'{:25)を(22jl,FE代入 して 豪 - 意 -o
∂Ⅰ





いればそ う困顛ではない｡ しか し現在の惑星デ-クの不確定さを考えると､こ
の程慶の労力をかけて牙一次近似のモデルを作るだけでも差 し当りの解析に充
分と患われる.｡ 数値的な結果は後報 します｡
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